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上宝火砕流堆積物の古地磁気方位と古地磁気強度：約59万年前のCalabrian Ridge 3
エクスカーションに関係して

Remanent direction and paleointensity of welded tuff in central Japan related to the 580-
605 ka Calabrian Ridge 3 excursion
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上宝火砕流堆積物（KMT）は、58～69万年前に中部日本で噴出したデイサイト質の溶結凝灰岩である．KMT の古地
磁気方位は，12～50度の偏角と 45～55度の伏角を持つ．テリエ法による KMT の古地磁気強度は，17～27マイクロテ
スラであった．このような東向きの古地磁気方位と弱い古地磁気強度は，KMT が地磁気エクスカーション時に噴出した
ことを示唆する．放射年代を考慮すると，それは 58～60.5万年前の Calabrian Ridge 3エクスカーションと考えられる．


